
【幹事報告】 ◎お知らせ ・ガバナー事務所移転のお知らせです。ガバナー事

務所の中に、ガバナー事務局、ガバナーエレクト事務局、委員会事務局の三事務

局を設置し、従来の「地区事務所」は「委員会事務局」に変わります。移転準備

により、当ガバナーエレクト事務所は 6/26(金)に業務終了し、7/1(水)より新た

にガバナー事務局として業務を開始します。 ・ガバナー事務所より報告です。

皆様にご協力いただきました、令和 7年 12 月青森県東方沖地震の第 2630 地区の

支援金 1,289,387 円を第 2830 地区青森県東方沖地震災害本部へ 6/1 送金しまし

た。 ・6 月のロータリーレート 1ドル＝160 円 ・5/29 開催のはぐるま会での

ポリオプラス募金は 77,250 円でした。8 クラブで按分された 9,657 円は津北 RC

より送金済です。 ・7/6 の役員・委員 慰労会の案内を配付しました。締切は 6/22

の例会時です。ご参加よろしくお願いします。  

◎他クラブ例会の変更 ※事務局にてご確認ください   

 

■卓話 『高校生と創る地域活性化事業』  

一般社団法人名張青年会議所 伊庭 聡 理事長 

地域活性化と高校生の役割についての取り組みを紹介し、実施結果や今後の展

望を述べている。地域課題と高校生の関わり名張には魅力があるが、若者の地域

関わりが少ないことが課題である。若者と地域の賑わいを取り戻す必要がある。

高校生が地域を「自分ごと」として捉え、アイデアを発表した。地域活性化コン

テストの意義と高校生が地域の課題に対し本気でアイデアを発表した。地域の大

人や団体が支援し、アイデアの実現を目指す体制を作った。発表から実装へと進

み、地域の賑わいと前向きな空気を生み出した。ドリームフェスティバルの実施

と成果として 2026 年 5 月に桔

梗が丘商店街で開催された。延

べ 10,000 人以上が来場し、地域

の活気と「できる」空気を創出

した。地域の人々の考え方や意

識の変化が最大の成果だった。

リーダーシップ育成と地域連

携高校生や協力者に挑戦と成
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【総合司会】宮尾 保範 副会長 

【ソング】 

それでこそロータリー 

【行事】下半期クラブ協議会 

（年間総括）／100万ドル例会 

 

【次回のお知らせ】 

6/29（月）第 2858 回 下半期

クラブ協議会（退任挨拶） 

本日のプログラム 

第 2856 回例会 

6 月 10 日(水)18:30 点鐘 

（名張中央との合同例会） 

〇ゲスト 中勢伊賀グループ 

ガバナー補佐 増田 冬樹 様 

中勢伊賀グループ 次期ガバナ

ー補佐 仲田 栄二 様 

一般社団法人名張青年会議所 

理事長 伊庭 聡 様 

〇ビジター 

〇出席報告 

 会員数 41 名  

欠席人数 11 名 

 出席人数 30 名 

 出席免除者 2 名 

 事前メーキャップ 7 名 

 出席率  92.31% 

〇5/25（月）の出席率はメーク

アップの為 75.00％ を

77.50％ に訂正致します。 

前例会の記録 



長の機会を提供した。地域に変化を起こすリーダーシップを育成した。近鉄グループや地元団体と連携し、地域の

経済効果も調査した。次のステージと仲間づくり 2026 年 10 月の次回コンテストで名張をさらに動かす計画。地域

課題解決のための団体拡大と仲間づくりを推進。地域の未来を自分たちの手でつくるべく、次のステージへと変革

させていきます。 

■家庭集会の報告 

・6/1（月）リーダー：奥田 参加者：亀井、今中、玉田、森本、 話題：「これからの家庭集会、100 万ドル例会、

夜間例会など」 

・6/4（木）リーダー：亀井 参加者：今中、的場、瓦井、浅津、梅澤、奥田、井上、玉田  話題：「これからのロ

ータリーについて」 

・6/11（木）リーダー：井上  参加者：城山、丹下、大薮  話題：「名張中央 RCとの統合に関して」 

 

【ニコニコ BOX】本日の合計金額 29,000 円 

〇増田ガバナー補佐を迎えて 中央クラブとの合同例会に参加できた歓び 小川会長 

〇本日の合同例会楽しみです。よろしくお願い致します。 坂本幹事 三枝君 亀井君 中島君 浅津君 

城山君 川口君 藤森君 井上君 幸松君 宮尾君 奥中君 奥田君 廣瀬君 森本宏君 杉本君 丹下君 

玉田君 遠山君 大薮君 小川君 梅澤君 岩見君 富永君 湯野君 森本雅史君 

〇同文+亀井直前ガバナー 家庭集会ありがとうございました。 的場君 

 

■会員コラム 伊賀労務センター代表社員 志浦君 

生業は、「社会保険労務士」です。労働保険・社会保険・労務管理などに関わる業務を担って

います。毎年 6月から 7月は、労働保険の年度更新と社会保険の算定基礎届という、企業にと

っての重要な届出業務が集中しています。年度更新は、労働者の労災保険・雇用保険料につい

て 1年間の賃金を集計して確定清算し、次の 1年分の保険料を申告納付する重要な業務になり

ます。労災保険は、仕事に起因する傷病や事故により被災した労働者を対象にしていますが、

ロータリアンの多くは会社を経営する側の役員や事業主であり、労災保険は適用対象外なので

す。 しかし、その生業につき労働者と同様に業務中に被災した場合、「中小事業主の特別加入」をしている事によ

り、労災保険の適用を受けることができます。商工会議所等が設立する労働保険事務組合に委託し、「特別加入」す

ることにより、その生業の業務中に被災したとき、労災保険により補償を受けることになります。労働災害はいつ

発生するかわかりません。役員や事業主は、この特別加入をすることにより、万一の事故や傷病等の労働災害に対

する備えを充実させる事をお勧めします。 


